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 銅酸化物超伝導体開発の歴史は 1986 年に La-Ba-Cu-O 系の発見から始まり、Y-Ba-Cu-O








酸化物超伝導体である 02(n-1)n 相は n=1-4 までの合成が高圧下で確認されており、ホモ














 第３章では Sr2Ca(n-1)CunOy 系高圧相の合成とその形成過程に関する実験結果を論じた。




下でも、常圧下の Hg 系や Tl 系の銅酸化物超伝導で確認されている形成過程と同様に CuO2
の枚数が少ない相から CuO2 面が挿入されることで枚数の多い相が得られていることが分
かった。新規超伝導体である Sr2Ca(n-1)CunOy 相 (n=5-7)の合成に成功した。  
 第４章では Sr2Ca(n-1)CunOy 相を母物質とした新規層状化合物の形成とその構造解析を
行った。Sr2Ca2Cu3Oy 相でのみ大気に晒すことで派生相を形成することが知られているが、




で c 軸長が約 0.4Å 伸長した新規派生相が形成された。電子エネルギー損失分光法を用い
ることで Sr2Ca(n-1)CunOy 相に炭酸基が侵入した CxSr2Ca(n-1)CunOy 相が形成されたことを
確認した。この現象も CuO2 面の異なる n=2,4 でも確認された。  
 第５章では前章までに作製した 02(n-1)n 相とその派生相の超伝導転移温度ならびに臨
界電流密度と不可逆磁場特性を評価した。CxSr2Ca2Cu3Oy 相は炭酸基が結晶構造中に進入





 第６章では本研究において得られた成果をまとめ、総括とした。  
 
